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昭和53年 ３月 １日

人 口 の う ご き

１月31 日現 在

世帯 数　　　1, 942 戸

人口　 男　　3, 471 人

女　　3, 833 人

計　　7,  304人

竣工が待たれる上地区健康管理センター
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退
院
の
ご
あ
い
さ
つ

三

隅
町

長

私
儀
　
昨
年
十
月
健
康
を
害
し
宇

部
市
の
国
立
病
院
山
陽
荘
へ
入
院
し

ま
し
た
か
、
加
療
の
結
果
旧
冬
十
二

月
末
に
無
事
退
院
す
る
こ
と
を
得
ま

し
た
。

こ
の
間
町
長
の
要
職
に
あ
り
な
が

ら
町
民
の
み
な
さ
ま
に
多
大
の
不
安

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

を
深
く
お
詑
び
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

宗頭に体力づくりの場

上地区健康管理センター

近 く 完 成

森

沢

雄

治

幸
い
現
在
は
元
気
で
毎
日
出
務
し

て
お
り
町
勢
進
展
の
た
め
残
さ
れ
た

任
期
を
精
い
っ
ぱ
い
勤
め
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
何
卒
な
お
一
層
の

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

な
お
、
末
筆
な
が
ら
入
院
中
に
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
各
位
か
ら
の
ご
厚

情
に
対
し
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

高
度
農
業
生
産
モ
デ
ル
地
域
整
備
実

験
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
十
二
月

二
十
一
日
に
着
工
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
平
屋
建
、
六
五
二
・
六
五
㎡
、
請

負
業
者
株
式
会
社
巴
建
設
）
し
た
上
地

区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
は
現
在
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
エ
事
を
終
え
三
月
末
完
成
を

目
指
し
急
ピ
ッ
チ
に
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

施
設
の
内
容
は
下
記
平
面
図
の
よ
う

に
、
体
育
館
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
Ｉ
コ

ー
ト
で
き
る
広
さ
）
、
老
人
憩
い
の
部

屋
（
畳
数
で
約
二
十
畳
）
、
他
に
浴
室

等
が
あ
り
、
体
育
館
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
憩
い
の
部
屋
で

は
会
議
、
研
修
、
老
人
の
作
業
が
で
き

る
よ
う
器
具
、
備
品
の
整
備
を
行
な
う

予
定
で
す
。

ま
た
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成

す
れ
ば
皆
さ
ん
の
体
力
づ
く
り
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
研
修
、
あ
る
い
は
憩

い
の
場
と
し
て
活
発
に
利
用
さ
れ
、
有

意
義
な
施
設
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

施
設
は
四
月
中
旬
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

が
、
使
用
規
則
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て

周
知
の
予
定
で
す
。

豊
か
で
明
る
く
住
み
よ
い
く
ら
し
を

築
く
に
は
、
選
挙
を
明
る
く
正
し
く
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
私
達
は
知

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ
選
挙
の

と
き
に
な
る
と
、
選
挙
は
明
る
く
正
し

く
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
自
覚

は
あ
っ
て
も
昔
な
が
ら
の
義
理
、
人
情

な
ど
に
負
け
て
、
お
金
や
品
物
を
つ
か

ま
さ
れ
た
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に
ご
ち

そ
う
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
選
挙
悪

の
う
ず
の
な
か
に
ま
き
こ
ま
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
明
る
く
正

し
い
選
挙
を
め
ざ
し
て
青
年
層
や
婦
人

層
及
び
老
人
層
を
中
心
に
、
白
ば
ら
運

動
が
全
国
的
な
運
動
と
し
て
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
本
町
も
各
団
体

組
織
を
通
じ
て
「
白
ば
ら
会
」
を
結
成

し
て
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
推
進
し
よ

う
と
す
で
に
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

《

白
ば
ら
会
と
は

》

Ｏ
選
挙
を
す
が
す
が
し
く
し
よ
う
と
生

ま
れ
た
県
民
の
同
志
の
会
で
す
。

Ｏ
気
心
の
知
れ
あ
っ
た
十
人
く
ら
い
の

人
々
の
集
ま
り
で
す
。

Ｏ
と
き
ど
き
集
ま
っ
て
は
話
し
あ
い
励

ま
し
あ
う
仲
間
で
す
。

Ｏ
連
帯
意
識
に
よ
っ
て
、
あ
や
ま
っ
た

働
き
か
け
か
ら
自
分
を
守
る
友
の
会
で

す
。

Ｏ
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
も

ち
自
由
な
意
志
に
よ
っ
て
投
票
す
る
こ

と
を
静
か
に
宣
言
す
る
仲
間
で
す
。

有
権
者
は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る

つ
ど
い
で
す
。

明
る
い
選
挙
の
実
現
を
ね
が
い
白
バ

ラ
会
へ
加
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
み
書
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
。

公
民
館
、
宗
頭
文
化
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。

「
白
ば
ら
会
」の

会
員
を
募
集
し
ま
す
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阿東町船方農場( 酪農)
津和野町木部下組( 稲作)

二
月
五
日
、
上
地

区
発
展
対
策
協
議
会

で
、
阿
東
町
の
船
方

農
場
と
、
津
和
野
町

木
部
下
組
営
農
実
践

班
の
視
察
を
し
た
。

そ
の
概
況
と
感
想
を

書
い
て
み
る
。

先
ず
船
方
農
場
は
、

徳
佐
よ
り
嘉
年
方
面

に
通
ず
る
道
路
の
左

側
山
麓
に
位
置
し
た
、

法
人
組
識
の
酪
農
組

合
で
あ
る
。

組
合
長
坂
本
氏
（

三
七
才
）
の
話
に
よ

る
経
営
概
要
は
、
総

事
業
費
四
億
七
千
万

円
で
着
手
し
、
現
在

搾
乳
牛
二
百
三
十
頭

仔
牛
八
十
頭
（
雄
は

肥
育
販
売
）
を
飼
育
、

生
産
乳
量
一
日
約
二

・
四
ト
ン
、
年
間
の

粗
収
入
は
約
二
億
円
。

組
合
員
十
五
名
（
内

女
子
四
名
）
平
均
年

令
二
十
七
才
。
自
給

飼
料
対
策
と
し
て
二

十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

草
地
（
町
有
地
の
借

入
）
と
、
糞
と
交
換

の
稲
藁
約
三
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
分
を
確
保
し

て
お
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
種
々
説

明
の
中
で
私
の
感
動

し
た
こ
と
は
、
】‥本

当
に
や
る
気
の
あ
る

青
年
層
の
集
ま
り
で
、
今
の
時
代
に
似

合
っ
た
、
若
い
者
の
欲
望
を
取
り
入
れ

た
労
務
管
理
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
一
日
八
時
間
労
働
で
毎

週
一
日
の
休
み
（
木
・
日
曜
交
替
で
）

給
与
面
で
も
、
定
時
昇
給
も
考
慮
し
て

い
る
。
現
在
は
、
一
人
平
均
年
額
約
百

十
五
万
円
支
給
さ
れ
、
個
人
差
は
少
な

い
そ
う
で
あ
る
。
（
参
考
・
年
間
の
借

入
金
の
償
還
は
約
二
千
万
円
。
）
囗
自

分
達
の
利
潤
の
み
考
え
た
経
営
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
地
域
の
者
が
何
等
か

の
形
で
利
益
に
な
り
、
人
間
的
な
つ
な

が
り
を
保
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
基
本
と
し

て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
こ
う

し
た
畜
産
事
業
に
於
て
は
、
環
境
衛
生

を
考
慮
し
、
経
営
面
に
は
犠
牲
で
は
あ

る
が
努
力
さ
れ
た
点
が
窺
が
わ
れ
る
。

糞
尿
の
処
理
方
法
と
し
て
分
離
機
に

よ
り
、
尿
は
草
地
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

で
散
布
し
、
糞
は
地
域
の
何
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
か
の
耕
地
に
供
給
し
て
地
力
の
増

進
に
役
立
た
せ
、
そ
の
代
替
に
稲
藁
を

取
得
す
る
。
藁
の
提
供
者
は
年
々
増
加

し
て
行
く
傾
向
か
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

労
力
不
足
の
農
家
に
は
機
械
と
労
力
を

提
供
し
て
、
水
稲
の
刈
り
取
り
を
し
藁

の
入
手
を
さ
れ
て
い
る
。
住
宅
が
近
く

に
あ
る
の
で
臭
気
公
害
の
苦
情
が
出
た

が
処
理
に
改
善
を
加
え
て
解
決
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
以
上
二
点
あ
げ
た
か
、

意
気
の
あ
っ
た
若
者
が
、
地
域
全
体
の

利
益
を
考
え
地
域
住
民
の
協
力
の
あ
る

船
方
農
場
は
必
ず
成
功
す
る
で
あ
ろ
う
。

坂
本
組
合
長
は
、
話
の
終
わ
り
に

‥［
過
疎
化
す
る
農
村
に
ヽ
我
々
十
五
人

の
若
者
が
、
農
業
に
生
き
甲
斐
を
感
じ

て
残
っ
て
い
る
の
だ
。

］」飼
料
資
材
等
農
協
購
買
事
業
に
全
面

的
に
協
力
し
て
い
る
の
だ
。

一
」
税
金
面
で
町
財
政
に
貢
献
し
て
い
る

の
だ
。

以
上
の
よ
う
な
誇
り
を
持
っ
て
い
る

我
々
は
、
北
海
道
酪
農
に
絶
対
負
け
な

い
、
と
気
魄
の
程
を
示
さ
れ
た
。

津
和
野
町
木
部
下
組
は
典
型
的
な
山

村
で
、
二
十
二
戸
集
落
振
興
計
画
で
、

十
四
戸
の
農
家
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水

田
の
作
業
機
械
、
乾
燥
調
整
施
設
を
導

入
し
て
共
同
利
用
さ
れ
て
い
る
。

食
生
活
の
改
善
等
、
又
集
会
所
の
建
設

を
来
年
度
実
施
さ
れ
る
。
事
業
内
容
は

省
略
し
て
、
ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な

集
落
活
動
を
す
る
に
至
っ
た
か
探
っ
て

み
る
。
以
前
、
稲
作
研
究
グ
ル
ー
プ
が

あ
っ
て
、
そ
れ
が
集
落
活
動
に
拡
が
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
機
械
の
共
同
利
用
に

よ
っ
て
、
個
々
の
経
費
の
削
減
を
し
、

余
剰
労
力
で
他
作
目
に
よ
る
所
得
の
増

大
と
か
、
食
生
活
の
改
善
と
い
う
願
い

は
、
何
処
の
農
村
で
も
通
用
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
下
組
部
落
で
は
実
行
し
て

い
る
。
話
し
合
い
の
積
み
重
ね
と
、
人

と
人
と
の
協
調
精
神
が
あ
る
か
ら
だ
と

思
っ
た
。

一
の
瀬
　
中
野
伊
勢
一

３ 月 行 事 予 定

３日　同和対策推進協議会
５日　野波瀬保育所遊戯会

( 野波瀬漁協)

定 例三隅町議会

民生児童委員会
三種混合

野波瀬・豊原
保育所卒園式

上旬

下旬

下旬

下旬

税
に
不
服
の
あ
る
と
き
は

申
告
し
た
所
得
や
税
金
か
税
務
署
の

調
べ
た
結
果
と
異
な
る
と
き
や
、
申
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
告
し
な

か
っ
た
と
き
に
は
、
税
務
署
が
所
得
額

や
税
額
を
更
正
し
た
り
決
定
し
た
り
し

ま
す
。

こ
の
更
正
、
決
定
や
差
押
え
な
ど
、

税
務
署
の
処
分
に
つ
い
て
「
理
由
が
よ

く
分
か
ら
な
い
」
、
「
処
分
が
納
得
い

か
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
疑
問
や
不
服

が
あ
る
と
き
に
は
、
税
務
署
に
そ
の
理

由
を
よ
く
尋
ね
て
み
る
こ
と
が
大
切
で

す
。そ

れ
で
も
納
得
が
い
か
な
い
と
き
は

税
務
署
に
対
し
て
「
異
議
申
立
て
」
を

４月から2, 730 円になる

国民 年 金 の保 険料

ど
う
し
て
保
険

料
が
上
る
の
で
す

か
／
’

老
令
年
金
を
始

め
と
し
て
障
害
年

金
、
母
子
年
金

準
母
子
年
金
、
遺

児
年
金
、
寡
婦
年

金
、
死
亡
一
時
金

の
支
給
に
必
要
な

費
用
は
み
な
さ
ん

か
ら
納
め
ら
れ
た

保
険
料
、
保
険
料

積
立
金
の
利
息
そ

れ
に
国
が
年
金
給

付
額
の
三
分
の
一

を
負
担
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
ま
か
な

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
し
、
「
異
議
申

立
て
」
に
つ
い
て
の
税
務
署
の
決
定
に

な
お
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
国
税
不
服

審
判
所
に
「
審
査
請
求
」
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

国
税
不
服
審
判
所
は
税
務
署
か
ら
完

全
に
独
立
し
て
お
り
、
三
人
以
上
の
審

判
官
に
よ
っ
て
、
納
税
者
と
税
務
署
の

ど
ち
ら
の
主
張
が
正
し
い
か
審
理
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん

な
お
、
「
異
議
申
立
て
」
　「
審
査
請

求
」
と
も
に
書
面
で
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
期
間
に
も
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
は

ど
う
し
て
も
、
そ
の
財
源
で
あ
る
保
険

料
の
引
き
上
げ
か
必
要
に
な
る
わ
け
で

す
。も

と
も
と
現
在
の
年
金
の
支
払
い
に

必
要
な
Ｉ
人
当
り
の
保
険
料
は
計
算
上

は
五
、
一
五
〇
円
と
な
り
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
の

負
担
が
急

に
増
え
る

こ
と
を
避

け
る
た
め

毎
年
段
階

的
に
引
き

あ
げ
る
こ

と
に
な
っ

て
い
ま
す

農業の協業先進地を視察

税
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ま
ぼ
ろ
し
の
三
隅
城
②

戦
記
よ
り

中
　
村

一
、
元
弘
三
年
（
一

三
三
三
）

二
月
後
醍
醐
天
皇

は
隠
岐
（
お
き
）
国

に
脱
出
さ
れ
、
伯
耆
（
ほ
う
き
）
国
の

住
人
、
名
和
長
年
、
天
皇
を
奉
じ
て
船

上
山
に
拠
る
。
こ
の
と
き
石
見
津
和
野

三
本
松
城
主
吉
見
頼
行
は
、
天
皇
の
倫

旨
（
り
ん
じ
）
を
奉
じ
て
起
与
、
そ
の

子
頼
繁
な
ら
び
高
津
道
性
（
長
幸
）
に

兵
数
子
を
与
え
て
中
国
探
題
北
條
時
直

を
討
た
せ
た
。
三
月
二
十
四
日
道
性
は

兵
三
千
余
騎
を
従
え
て
、
大
津
郡
三
隅

ま
で
攻
め
込
み
て
落
城
、
い
っ
た
ん
兵

を
休
ま
せ
て
西
進
し
た
。
二
十
九
日
大

嶺
に
入
り
数
度
に
亙
り
戦
い
厚
東
、
由

利
、
伊
佐
等
の
敵
将
を
帰
順
さ
せ
た
。

四
月
一
日
長
門
国
府
佐
加
利
山
城
に
押

し
よ
せ
た
。
北
條
時
直
は
到
底
か
な
わ

じ
と
、
九
州
探
題
北
條
英
時
の
も
と
に

落
ち
て
行
っ
た
。
そ
の
た
め
吉
見
勢
は

本
国
に
引
き
揚
げ
た
。

二
、
大
内
氏
は
兄
を
討
た
れ
た
不
倶
戴

天
の
恨
み
を
大
友
氏
に
抱
き
容
易
に
手

を
引
か
ず
永
享
三
年
十
一
月
三
日
大
内

持
世
は
そ
の
兵
を
卒
い
て
筑
前
に
乱
入

し
た
。
大
友
の
一
族
、
大
友
親
綱
、
大

友
親
隆
、
肥
後
の
菊
池
兼
朝
は
、
幕
府

に
書
を
た
て
ま
つ
り
て
、
大
内
氏
を
助

け
る
こ
と
を
請
け
負
っ
た
。
幕
府
は
僧

心
源
、
周
朝
を
使
と
し
て
探
題
渋
川
満

中
　

尾
　
　

清

直
に
御
教
書
を
賜
わ
り
、
且
密
書
を
菊

池
、
大
友
の
諸
将
へ
伝
へ
大
内
氏
を
た

す
け
さ
せ
た
。
持
世
は
筑
前
に
お
い
て

大
友
勢
を
破
り
進
ん
で
豊
前
を
侵
略
し
、

企
救
郡
に
お
い
て
大
友
持
直
の
弟
親
雄

と
僅
か
三
町
（
三
六
〇
ｍ
）
を
隔
て
て

対
峙
し
菊
池
兼
朝
等
の
援
軍
を
え
て
勢

を
増
し
た
。
大
内
持
世
は
敵
と
対
峙
し

た
時
に
持
世
の
弟
持
盛
兄
に
対
し
不
平

あ
っ
た
の
で
こ
の
機
に
乗
じ
、
大
友
持

直
に
応
じ
兵
を
お
こ
し
た
。
こ
の
大
友

は
二
つ
に
別
れ
た
。
大
内
氏
も
亦
両
分

し
て
互
い
に
鎬
（
し
の
ぎ
）
を
削
っ
た
。

持
世
は
腹
い
せ
に
敵
を
受
け
事
が
急
な

の
で
安
芸
石
見
の
兵
を
徴
し
援
軍
と
な

さ
ん
と
幕
府
に
請
い
、
渋
川
満
直
も
亦

急
を
京
都
に
告
げ
、
僧
心
源
、
周
朝
も

京
都
に
帰
り
持
世
孤
立
の
状
を
訴
え
た
。

こ
こ
に
お
い
て
諸
将
幕
府
に
会
し
、
そ

の
処
置
を
協
議
し
た
。
細
川
持
之
、
山

名
持
豊
の
意
見
に
よ
り
、
大
内
氏
を
助

け
る
こ
と
に
決
し
密
書
を
大
友
親
綢
、

菊
池
兼
朝
に
与
え
、
大
い
に
加
勢
を
さ

せ
た
。
又
一
方
、
安
芸
、
石
見
、
伊
予

の
諸
将
に
御
教
書
を
下
し
持
世
を
助
け

さ
せ
た
。
援
軍
が
未
だ
到
着
し
な
い
う

ち
に
永
享
四
年
二
月
大
内
持
盛
、
大
友

持
直
は
持
世
の
軍
を
豊
前
に
襲
っ
た
の

で
持
世
は
敗
走
し
長
門
に
帰
り
大
津
郡

三
隅
城
に
よ
り
、
こ
れ
を
固
め
て
周
防

山
口
に
帰
っ
た
。

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

へ一
、
制
度
の
目
的

「
自
分
に
万
一
の
こ

と
か
あ
っ
た
場
合
、
取

り
残
さ
れ
た
子
供
の
面

倒
は
だ
れ
が
見
て
く
れ

る
の
だ
ろ
う
か
…
。
」

知
恵
遅
れ
の
子
供
や
、

体
の
不
自
由
な
子
供
を

持
つ
親
の
共
通
の
悩
み

は
わ
が
子
の
将
来
の
こ

と
で
す
。
心
身
障
害
者

扶
養
共
済
制
度
は
こ
の

様
な
悩
み
を
持
つ
人
を

対
象
に
、
そ
の
悩
み
を

少
し
で
も
軽
く
な
る
よ

う
に
と
発
足
し
た
制
度

で
す
。

二
、
加
入
の
条
件

こ
の
制
度
に
加
入
で

き
る
の
は
心
身
障
害
者

の
保
護
者
で
、
次
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
人
で
す
。

①
山
口
県
内
に
住
ん
で
い
る
人
。

②
四
十
五
才
未
満
で
あ
る
こ
と
。

③
特
別
の
病
気
や
障
害
が
な
い
こ
と
。

三
、
対
象
と
な
る
障
害
者

こ
の
制
度
で
い
う
心
身
障
害
者
と

は
、
次
の
よ
う
な
障
害
を
持
っ
て
い

て
、
将
来
独
立
自
活
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
を
い
い

ま
す
。

①
精
神
薄
弱
者
。
②
障
害
者
手
帳
の

一
級
か
ら
三
級
ま
で
に
あ
た
る
身
体

障
害
者
。
③
身
体
ま
た
は
精
神
に
障

害
が
あ
っ
て
、
そ
の
程
度
が
①
ま
た

は
②
と
同
程
度
の
者
。

四
、
加
入
手
続

加
入
し
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
、
民

生
課
福
祉
係
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

ネ
ズ
ミ
の
駆
除
運
動

ネ
ズ
ミ
は
、
旺
盛
な
繁
殖
力
と
生
活

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

衛
生
上
、
経
済
上
の
被
害
は
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
駆
除
に
つ
い
て

ご
協
力
願
い
ま
す
。

退
治
作
戦

○
大
掃
除
の
励
行
、
日
頃
の
整
理
清
掃

又
食
後
の
後
始
末
、
こ
れ
が
追
放
作

戦
の
基
本
で
す
。

○
ネ
ズ
ミ
が
住
め
な
い
よ
う
に
す
る
。

（
通
路
を
な
く
し
、
清
掃
、
巣
の
取

り
除
き
）

○
パ
チ
ン
コ
、
生
捕
り
篭
、
接
着
板
な

ど
を
使
う
。

※
尚
殺
ソ
剤
（
一
個
八
十
円
）
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
役
場
保
健
衛
生
課
で

あ
つ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
初
め
て
電
灯
が
つ

い
て
今
年
は
Ｉ
〇
〇
周
年

電
灯
の
ス
イ
。
チ
を
ひ
ね
る
と
、
あ

っ
と
い
う
閧
に
私
達
の
生
活
を
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
便
利
に
な
っ
た
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
誰
の
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
、
皆
様
の
も
の
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
っ

て
着
々
お
役
に
た
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

３月25 日
電気念記日

圃
場
整
備
田
の
地
力

を

県
営
圃
場
整
備
事
業
、
高
度
モ
デ
ル

実
験
事
業
に
よ
り
区
画
や
、
用
排
水
路

が
整
備
さ
れ
た
圃
場
を
本
当
に
立
派
な

も
の
に
す
る
に
は
、
あ
わ
せ
て
地
力
作

り
に
あ
り
、
地
力
作
り
に
は
継
続
的
な

堆
肥
の
投
入
を
必
要
と
し
、
地
力
の
で

き
あ
が
っ
た
水
田
で
、
安
定
し
た
生
産

と
作
物
の
品
質
向
上
を
図
り
た
い
も
の

で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
要
領
で
堆
肥

の
投
入
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

希
望
農
家
は
早
目
に
注
文
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
投
入
時
期

昭
和
五
三
年
二
月
～
三
月

増
進
し
よ
う

二
、
投
入
方
法

各
圃
場
ま
で
運
搬

三
、
投
入
量

十
ア
ー
ル
当
り
Ｉ
１
～
一
７

四
、
堆
肥
の
種
類

三
隅
発
酵
堆
肥
生
産
組
合

発
酵
堆
肥

五
、
堆
肥
の
価
格

一
？
当
り
　
二
、
五
〇
〇
円

（
圃
場
整
備
田
に
投
入
分
の
み
）

六
、
注
文
先

申
込
書
に
よ
り
農
事
組
合
長
を
通

し
て

三
隅
町
農
協
豊
原
支
所
　
生
産

課
（
電
話
三－
○
五
二
こ

むかしばなし
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先
賢
村
田
清
風
先
生

天
保
の
改
革
は
、
抜
摺
さ
れ
た
清
風

の
勇
断
と
果
敢
が
あ
っ
た
た
め
僅
か
三
、

四
年
で
よ
く
成
功
し
て
徹
底
的
に
行
な

わ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
然
し
一
方
で
は

各
層
の
大
き
な
反
発
と
恨
み
を
か
い
、

こ
れ
が
政
権
交
代
の
原
因
と
な
っ
た
。

Ｏ
八
万
貫
の
大
敵
は
藩
の
年
収
の
二
二

倍
に
当
り
、
こ
の
措
置
と
し
て
「
三

七
年
皆
済
仕
法
」
商
人
に
対
す
る
債

務
は
三
七
年
間
元
利
据
置
に
し
年
利

二
朱
丈
を
払
い
、
三
七
年
後
に
元
金

失
脚
と
　
帰
荘
1
1

尊聖堂の祭神とされ
れていた孔子像

山荘内にある
尊聖堂の石碑

を
返
す
と
い
う
実
質
的
踏
み
倒
し
に

等
し
い
方
策
を
実
行
し
た
。
富
商
は

貸
し
た
金
の
年
賦
払
い
と
利
下
げ
に

恨
み
を
抱
き
、
其
時
喜
ん
だ
人
達
も

今
度
は
誰
も
金
を
貸
し
て
く
れ
な
く

な
り
、
不
如
意
を
訴
え
る
困
窮
者
は

交
代
を
望
ん
だ
。

Ｏ
「
言
路
洞
開
≒
人
材
登
用
」
で
実
力

あ
る
中
級
下
級
武
士
達
が
藩
政
の
第

一
線
に
進
出
し
た
。
そ
れ
が
豪
農
や

豪
商
と
結
び
つ
い
て
時
流
へ
の
判
断

を
的
確
な
も
の
と
し
た
。
し
か
し
凡

傭
な
上
級
武
士
は
地
位
の
動
揺
を
恐

れ
て
反
対
勢
力
と
な
っ
た
。

Ｏ
節
約
の
た
め
「
女
子
綿
服
」
の
こ
と

が
あ
り
、
藩
公
夫
人
も
絹
物
や
縮
緬

が
着
ら
れ
ず
、
藩
士
婚
礼
の
着
物
に

つ
い
て
も
「
地
を
曵
く
こ
と
は
出
来

ぬ
、
足
の
甲
を
か
く
す
よ
う
な
も
の

は
許
さ
な
い
」
と
し
た
の
で
袖
も
短

か
く
な
り
、
髷
も
小
さ
く
花
簪
も
小

形
に
な
っ
た
。
一
方
食
事
も
質
素
を

強
要
し
た
の
で
、
喰
物
の
恨
み
と
Ｉ

諸
に
な
っ
て
、
前
藩
公
夫
人
も
「
清

風
を
近
付
け
て
は
な
ら
ぬ
、
今
後
目

通
り
許
さ
ぬ
」
等
と
奥
向
の
女
中
か

ら
反
感
を
も
た
れ
た
。

日
時
　
毎
月
1
6日
午
前
９
～
Ｈ
時

場
所
　
長
門
保
健
所

相
談
員
　
精
神
科
医
師
・
保
健
婦

精
神
衛
生
相
談
員

（
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
）

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
が
‥

－

日
曜
日
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
会
－

た
ま
の
日
曜
日
を
思
い
き
り
楽
し
み

な
が
ら
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
会
で
す
。

い
つ
　
毎
月
第
三
日
曜
日（
雨
天
決
行
）

だ
れ
が
　
精
神
障
害
回
復
者

精
神
衛
生
の
仕
事
に
携
わ
る
者

こ
の
会
の
主
旨
に
ご
賛
同
の
方

ど
な
た
で
も
。

お
世
話
す
る
人
　
保
健
所
、
病
院
、
精

神
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
職
昌

お
問
い
合
わ
せ
　
長
門
市
東
深
川

長
門
保
健
所
内

℡
○
八
三
七
二
土

〒
ニ
ハ
コ
丿
縋

が

三
隅
町
中
　
三
隅
病
院
内
Ｊわ
　
　
の

℡
○
八
三
七
四
圭
ニ
ー
〇
七
一
一
か
づ
き

皆さんの参加膏お待ちしています

酒をやめなければ
ならない人のために

ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
か
ら
抜
け
出
す

み
ち
は
、
た
だ
ひ

と
つ
酒
を
断
つ
こ

と
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。こ

れ
か
ら
先
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
一
滴
も
飲
ま

な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

「
酒
を
や
め
る
」

と
囗
で
い
う
こ
と

は
簡
単
な
こ
と
で

す
が
、
断
酒
を
継

続
す
る
こ
と
は
非

常
に
困
難
で
す
。

実
際
に
は
、
あ

な
た
に
と
っ
て
酒

は
生
活
の
す
べ
て

と
い
っ
て
よ
い
く

ら
い
で
、
酒
に
代

わ
る
も
の
を
見
つ

け
る
こ
と
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
か
ら

で
す
。

飲
酒
し
て
い
た
と
き
の
も
の
の
見
方
、

考
え
方
、
価
値
感
ま
で
を
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
、
酒
を
や
め
る
こ
と
は
不
可

能
に
近
い
か
ら
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
が
「
か
ら
だ
の
病

気
」
で
な
く
酒
に
心
を

と
ら
わ
れ
た
「
心
の
病

気
」
だ
と
い
わ
れ
る
ゆ

え
ん
で
す
。

酒
を
や
め
る
方
法

ま
ず
、「
酒
を
や
め

よ
う
」
と
決
意
す
る

こ
と
。

決
意
が
で
き
た
ら

断
酒
会
や
保
健
所
へ

酒
害
相
談
に
行
っ
た

り
、
あ
る
い
は
専
門

病
院
で
診
察
や
指
導

を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

い ま ま で や っ た こ と

回 月 タ イ　ト ル 参加数
１ ５ 大寧寺でぜんざいを食べよう 38
２ ６ みんなでやろうスポーツ大会 30
３ ７ 青 海 島 で バ ー ベ キ ュ ー 28
４ ８ ボ ー リ ング 大 会 33
５ ９ 食。　　　 みんなでカレーライ欲の秋　スをっくろう 28
６ 10 宇部、長門合同スポーツ大会 26
７ 11

みんなで楽しい一日を
クリスマスの準備 24

８ 12 ク リ スマ スパ ー テ ィ ー 34

Ｏ
太
平
の
逸
楽
に
な
れ
て
武
芸
を
や
ら

な
か
っ
た
武
士
は
、
鍛
練
の
き
び
し

さ
に
不
平
を
も
ち
、
又
羽
賀
台
閲
武

の
軍
馬
軍
装
調
達
に
も
困
渋
し
た
武

士
の
そ
し
り
も
ひ
ど
か
っ
た
。
次
に
銃

器
を
主
体
と
し
た
新
兵
法
に
反
対
を

訴
え
る
不
平
分
子
等
が
あ
ふ
れ
た
。

次
第
に
反
対
派
の
勢
力
が
増
大
し
、
天

保
十
五
年
（
弘
化
元
年
一
八
四
四
）
失

脚
し
て
職
を
し
り
ぞ
き
、
三
隅
山
荘
に

帰
住
し
た
。

天
保
十
四
年
山
荘
内
に
尊
聖
堂
を
建

て
、
郷
党
の
若
輩
の
指
導
教
育
に
っ
と

め
た
。
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
清
風
の

最
も
平
安
な
時
期
で
あ
っ
た
。

斉
藤
元
宣

お
知
ら
せ

精
神
衛
生
相
談
日



（ ６ ）No. 　　１８１み　す　み

○

勲

記

勲

章

勲
五
等
瑞
宝
章

生
島
　
河
内
山
祥
三
殿

勲
六
等
瑞
宝
章

宗
頭
　
山
本
新
一
殿

勲
六
等
単
光
旭
日
章

上
中
小
野
　
明
石
義
雄
殿

・
　
未
伝
達
位
記

正
八
位

宗
頭
　
山
本
新
一
殿

善
　
　
　

意

一
、
香
典
返
し
寄
付

沢
　
江
　
　
　
　
　

中
野
恒
夫

小
　
島

下
東
方

広　報

長
門
市
正
明
市
五
区
　
今
田
ふ
み

滝
　
坂

二
、
一
般
寄
付

市明
倫
小
学
校
二
年

日昭和53 年３月１

母
　
チ
カ
死
亡

長
峯
不
可
止

母
　
メ
イ
死
亡

河
野
ウ
メ
コ

夫
　
八
十
八
死
亡

夫
　
隆
人
死
亡

東
山
保
夫

母
　
ミ
サ
ヲ
死
亡

紫
田
登
喜
一

豊
原

河
本
浩
爾

匿
　
名

お
よ
ろ
こ
び
申
し
あ
げ
ま
す

昭
和
五
十
三
年
一
月
二
十
一
日
か
ら

二
月
二
十
日
ま
で

野
波
瀬
　
中
野
　
健
　
　
　

一
夫

東
方
　
　
竹
下
　
茜
　
　
　

憲
人

浅
田
　
　
高
野
暁
子
　
　
　

實

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

昭
和
五
十
三
年
一
月
二
十
一
日
か
ら

二
月
二
十
日
ま
で

小
島
　
　
　

長
峯
メ
イ
　
　
7
1
才

中
村
　
　
　

金
子
八
重
子
　
6
5

東
方
　
　
　

河
野
八
十
八
　
6
4

滝
坂
　
　
　

東
山
ミ
サ
ヲ
　
7
8

東
方
　
　
　

上
野
ア
キ
ョ
　
5
1

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し

ょ
う

い
つ
ど
こ
で
お
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

交
通
事
故
「
注
意
一
秒
け
が
一
生
」
み

ん
な
気
を
つ
け
れ
ぱ
お
こ
ら
な
い
も
の
。

楽
し
く
安
定
し
た
生
活
の
た
め
に
も

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

ｏ
加
入
資
格
　
三
隅
町
に
住
民
登
録
を

さ
れ
て
い
る
人

ｏ
共
済
掛
金
　
一
人
に
つ
き
五
百
円

（
中
学
生
以
下
及
び
七
〇
歳
以
上
の
人

は
三
百
円
）

共 済 見 舞 金
お
知
ら
せ

三
隅
町
職
員
の
資
格
試
験
は
5
3年
度

※
今
年
四
月
一
日
よ
り
等
級
及
び
見
舞

金
が
次
の
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

佳
作
五
点
に
賞
品

五
、
主
　
　
催
　
山
口
県

日
赤
山
口
県
支
部

山
口
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー

六
、
協
　
　
賛
　
山
口
放
送
（
株
）

霊
柩
車
の
お
知
ら
せ

新
し
く
霊
柩
車
を
購
入
し
、
二
月
一

日
よ
り
稼
動
し
て
お
り
ま
す
。

前
の
霊
柩
車
は
、
昭
和
三
十
九
年
製

で
最
近
は
修
理
す
る
に
も
部
品
が
無
く

困
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
車
は
、
十
五
人
乗
り
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
九
人
乗
り
の
霊
柩
車
用
に

改
造
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

尚
車
の
幅
が
多
少
広
く
又
、
全
長
が

約
六
〇
セ
ン
チ
長
く
な
り
路
地
等
入
り

１月中の火災

長門市　 Ｏ　　　　　
今年の最初の火災は

林野火災で、原因は

三隅 町　 Ｏ　　　　　 土手の枯草を焼いた

油谷町　 １　　　　　 火が飛火したもので

日置村　 ０　　　　　 す。

防火 標語の入賞作品発表／

に
く
い
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
係
に
ご
相
談
下
さ
い
。

※ 　 あわや火災に／

先般、ゴ ミ収 集日に

家庭か ら出されてい

た紙くずやダ ンボ ー

ル箱が建物のそばで

燃えるという事例か

ありました。発見が

早く大事には至りま

せんでしたか、原因

はタバコの吸い から

の火を よく消さず、

ゴ ミとい っしょに出

したためと思 われま

す。

昨年の秋に防火標語を募集しましたが多数のご応募

ありがとうございました。応募作品の中から次の３点

が入賞と決定しました。

Ｓ〈特選＞

ｌ　 気のゆるみ、 それか火を よぶ事故を よぶ （水産 高　 大賀誠冶）

i
＜入選＞火 のしまっ もう一 度見よ う今 すぐに（浅田小　 上田優子）

S＜入選＞使う火はあなたの責任消すまでは（日置村　上田正雄）

▼ 　各家庭に消火器を…▼

長門地区消防本部・消防署長門西部出張所油谷

○
献
血
標
語
募
集

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
期
間
中
の
献
血
標
語
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
．

一
、
募
集
期
間
　
三
月
九
日
ま
で

二
、
宛
　
　
先
　
徳
山
市
公
園
区

山
口
放
送
は
た
ち

の
献
血
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
係

三
、
発
　
　
表
　
四
月
一
日
山
口

放
送
ジ
ョ
イ
ジ
ョ

イ
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

四
、
選
　
　
考
　
優
秀
作
品
一
点
、

等 級 災　 害　 の　 程　 度 金　　額

１等級 死 亡 700, 000
円

２等級 360日以上の鴿 を要する傷害 200, 000

３等級 300日以上360日未満の治療を要する傷害 160, 000

４等級 240日以上300日未満の治療を要する傷害 130, 000

５等級 180日以上240日未満の治療を要する傷害 100, 000

６等 級 130日以上180日未満の治療を要する愎害 80, 000

７等級 90日以上130日未満の治療を要する傷害 65, 000

８等級 75日以上90 日未満の治療を要する傷害 50, 000

９等級 60日以上75 日未満の治療を要する傷害 40, 000

10等級 45日以上60 日未満の治療を要する傷害 32, 000

11等級 30日以上45 日未満の治療を要する傷害 23, 000

12等級 21日以上30 日未満の治療を要する傷害 15, 000

13等級 14日以上21 日未満の治療を要する傷害 13, 000

14等級 7日以上14 日未満の治療を要する傷害 10, 000

15等級 7日未満の治療を要する傷害 7, 000

職
員
採
用
の
見
込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
本
年
度
は
中
止
し
ま
す
。

～ タバ コ、 マッチの火の始末 は完全 に～
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